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TEL 022-717-7751（外来）

　診療内容：耳、鼻、のどの疾患、頭頸部癌の治療を行います。全ての領域に内
視鏡や顕微鏡を用いて低侵襲で安全な手術を行います。耳科領域では中耳手
術、高度難聴に対する人工内耳手術、聴覚リハビリテーション、先天性難聴に
対する遺伝子検査、耳鳴症に対する耳鳴り順応療法や補聴器の導入を行って
います。鼻科領域では好酸球副鼻腔炎に対する生物学的製剤の治療や、花粉
症に対する舌下免疫療法を行っています。のどの領域では、嚥下障害、声の障
害、睡眠時無呼吸症候群の治療を行っています。咽頭癌や舌癌など頭頸部がん
の治療では、頭頸部腫瘍センターの主要な診療科のひとつとして、放射線科、
腫瘍内科、脳神経外科、形成外科、甲状腺外科、歯科顎口腔外科とともに手術・
放射線療法・化学療法を組み合わせた集学的な治療を行っています。
　得意分野：嚥下障害ならびに音声障害の診断と手術に豊富な経験を有し
ています。頭頸部癌治療では、３Ｄモデルを使用した下顎骨再建手術や咽頭
癌に対するロボット手術等の先進的治療を行っています。重度難聴に対して
最先端の人工聴覚器手術と言語聴覚士によるリハビリテーションを行ってい
ます。

感覚器・理学診療科

香取 幸夫 科長

慢性中耳炎、真珠腫性中耳炎、耳硬化症、中耳奇
形、滲出性中耳炎、突発性難聴、遺伝性難聴、先
天性難聴、音響性聴覚障害、加齢性難聴、耳鳴
症、メニエール病、良性発作性頭位めまい症、前
庭神経炎、顔面神経麻痺、慢性副鼻腔炎、鼻中隔
弯曲症、アレルギー性鼻炎、鼻副鼻腔腫瘍、嗅覚
障害、急性喉頭蓋炎、扁桃周囲膿瘍、深頸部膿
瘍、味覚障害、睡眠時無呼吸症候群、嚥下障害、
咽頭・食道異物、気道異物、音声障害、けいれん
性発声障害、反回神経麻痺、唾液腺腫瘍・唾石
症、正中頸嚢胞、頭頸部がん（聴器、鼻副鼻腔、
舌、歯肉、咽頭、喉頭、唾液腺、甲状腺）

主な対象疾患

診療科WEB

　私たちはリハビリテーション治療の適応となる障害全般を対象として診療
を行っています。どんなに医学が進歩しても治らない病気あります。治らない
機能障害も存在し続けるでしょう。加齢による心身の衰えも、先延ばしするだ
けでいつかはやってきます。そのような不治の病、不可逆の障害、不可避の老
いに対して、少しでも改善する方法・なんとか対応する方法を探り続けるのが
リハビリテーション医学です。近年の超高齢社会に置いては、その障害は一
つでなく、多くの障害を併せ持つ重複障害となっており、ますます障害の複雑
性が増しています。そのような障害に対して、大勢の医療スタッフで多職種連
携して目の前の患者さんに挑んでいく、そのような医療を実践しいていく場が
東北大学病院リハビリテーション科です。それは「患者さんに寄り添う医学」
「治し支える医療」の実践の場であると同時に、チャレンジの場でもあります。
どんな患者さんに対しても「患者さんに寄り添う医学」「治し支える医療」を
行っていくためには、柔軟な発想でありとあらゆる手段を駆使して、治療法・
対処法を開発していく所存です。

感覚器・理学診療科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

海老原 覚 科長

TEL 022-717-7755（外来）

脳卒中・脳外傷のリハビリテーション／脊髄損
傷のリハビリテーション／神経・筋疾患のリハ
ビリテーション／リウマチ・骨関節疾患のリハビ
リテーション／切断のリハビリテーション／フ
レイル高齢者のリハビリテーション／小児リハ
ビリテーション／慢性疼痛のリハビリテーショ
ン／スポーツ・リハビリテーション／嚥下障害
のリハビリテーション／心臓機能の障害のリハ
ビリテーション／呼吸機能の障害のリハビリ
テーション／肥満症のリハビリテーション／慢
性腎不全のリハビリテーション／廃用症候群の
リハビリテーション／重複障害のリハビリテー
ション

リハビリテーション科

耳鼻咽喉・頭頸部外科

外来担当医表

完全予約制

　てんかんは100人に1人の「ありふれた病」で、専門的診断をうけずに治療
されているケースが少なくありません。たとえば医師本人やその家族がてん
かんになった場合、脳・神経系の専門医であっても「とりあえず治療」を続け
てしまいがちであり、発作や発作以外の症状が何年も続けられることは珍し
くありません。どのような主治医による治療でも、約１年の経過で発作が消失
しない場合は全体の約1/3にのぼり、入院精査が必要とされています。
　てんかん科の新患外来では、ひとりに１時間をかけた診察を実施していま
す。発作のみならず、発作以外の悩みを聞きだすことも重要です。遠隔地の症
例には「オンライン・セカンドオピニオン（自由診療）」も実施しています。外来
で治療方針を決定できない場合、２週間の検査入院を行います。最初の４日
間では脳波とビデオを同時記録し、発作の瞬間をとらえたり、発作がなくても
異常な脳活動を記録します。これにより発作や病型が特定できれば、治療方
針がたてやすくなります。また長年てんかんとして診療されていた患者さん
が、まったく別の疾患だったこともあります。

感覚器・理学診療科

てんかん科
TEL 022-717-7751（外来） 完全予約制 中里 信和 科長

てんかん及び、てんかんとの鑑別を要する疾患
が対象です。けいれん発作や意識消失発作だけ
でなく、意識がもうろうとする発作、異常知覚や
精神症状の発作も対象です。てんかんでは発作
や疾患型の分類が治療方針決定に必須です。
てんかん発作と非てんかん発作の混在例では、
入院精査の良い適応となります。発作の有無に
かかわらず、てんかんの合併症や誤解・偏見・ス
ティグマに悩む場合も、てんかん専門診療の果
たす役割は小さくありません。てんかんがあろう
がなかろうがベストの人生を歩めるよう、私た
ちは包括的診療を目指しています。

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　当科は「高次脳機能障害」と「認知症」を専門とする診療科です。神経疾患
や頭部外傷により、失語、健忘、視空間認知障害などの高次脳機能障害をき
たした患者さんの診断・治療を行っています。全国に50万人以上いる高次脳
機能障害患者は麻痺などと違って気づかれにくく、適切な医療に結びついて
いない方が多くいます。当科では高次脳機能を専門とする神経内科専門医・
認知症専門医を中心に詳細な診察と検査によりどのような高次脳機能障害
があるかを診断し、原因疾患を考慮しながら最適な治療・対応を行います。
福祉制度の利用に必要な診断書の作成も積極的に行っています。
　また、「認知症」は高次脳機能障害により社会生活に支障がある状態です。
その原因はさまざまですので、原因診断、治療方針の決定を行い、かかりつけ
医や福祉関係の方と協力しながら最適な医療を進めています。特に若年性認
知症、診断に苦慮する症例については、最新の知見をもとに診断、治療を行
いますのでぜひご相談ください。健忘以外の言語障害や視空間認知障害等
が目立つ非典型的な認知症、運動症状を伴う認知症についても豊富な経験
を有しています。

感覚器・理学診療科

高次脳機能障害科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

認知症疾患（アルツハイマー型認知症、レビー小体
型認知症、前頭側頭葉変性症、正常圧水頭症、大
脳皮質基底核変性症、進行性核上性麻痺、進行性
失語症、血管性認知症等）、脳血管障害、パーキン
ソン病等神経変性疾患、脳腫瘍、脳炎、てんかん、
低酸素脳症、頭部外傷等による高次脳機能障害
［対象となる主な症状］
健忘、注意障害、言語の障害（失語、失読、失書）、
対象認知の障害（失認）、行為・行動の障害（失
行、遂行機能障害）、視空間認知障害（構成障害、
視覚性注意障害、半側空間無視、道迷い）、脳損
傷による精神症状（うつ状態、幻覚、妄想、意欲低
下等）

鈴木 匡子 科長TEL 022-717-7751（外来） 完全予約制
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